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壷
　
　
　
　
場
番
所

長
　
　
鴛
刷

蘭
号
所
町
M
。

佐
1
5
奢
m
印

は
第
、
発
芝

欝
　
喩
央

　
　
　
　
松
鮮

評睾峯7，096万円成立あ
つ
て
、

議
会
と
し
て
決
議
書
を
作
る
な
ど
異
例
の
慎
重
さ
で
あ
つ
た
。

松
之
山
中
（
鞭
）
東
川
（
頒
）

　
　
　
　
　
各
二
教
室
を
増
築

　
　
　
　
議
会
は
統
合
を
議
決
、
見
守
る
傍
聴
者

昭
和
三
十
七
年
度
予
算
編
成
議
会
は
三
月
十
二
、
十
三
日
及
び
四
月
四
日
へ
第
一

回
追
加
予
算
）
の
二
回
に
わ
た
つ
て
町
役
場
で
開
催
さ
れ
、
総
額
七
千
九
十
六
万

円
を
可
決
成
立
さ
せ
た
。

総
予
算
額
で
は
昨
年
度
に
く
ら
ぺ
四
百
三
十
六
万
円
の
増
と
な
り
、
一
世
帯
当
り

に
す
る
と
三
万
五
千
円
と
な
る
。
両
日
と
も
に
、
中
学
校
統
合
問
題
の
な
り
ゆ
き

な
ど
に
関
心
を
も
つ
、
婦
人
会
や
学
校
後
援
会
の
役
員
な
ど
＋
数
名
の
傍
聴
者
が

会
議
は
緊
張
の
う
ち
に
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
と
に
中
学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て
は

　
こ
の
財
源
と

し
て
町
税
二
千

万
円
、
地
方
交

付
税
三
千
七
百

万
円
及
び
町
債

百
六
十
万
円
な

ど
で
こ
れ
に
充

当
す
る
。

　
今
年
度
の
主

要
な
事
業
は
別

表
の
と
お
り
で

あ
る
が
結
局
乏

し
い
財
源
の
三

一
％
を
教
育
費

に
ま
わ
さ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
他

の
部
門
に
つ
い

て
は
経
常
費
の

最
少
限
に
と
ど

ま
る
と
い
5
実

情
で
あ
つ
て
当

初
要
求
さ
れ
た

土
木
費
の
う
ち

二
百
五
十
万
円

教
育
費
の
う
ち

百
万
円
、
産
業

費
の
う
ち
五
百

万
円
、
社
会
労

働
費
の
う
ち
九

十
万
円
が
削
減

さ
れ
た
も
の
で

あ
8
。

　
　
国
保
の
給
付
率
引
上

　
　
げ
、
保
険
税
は
増
微

　
同
日
審
議
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
富
業
関
係
で
は
保
険
給
付

率
を
六
割
に
（
現
行
五
割
）
助

産
、
葬
祭
給
付
を
そ
れ
ぞ
れ
一
二

千
円
に
（
現
行
千
五
胃
円
）
引

き
上
げ
、
叉
保
険
税
を
約
二
十

一
％
増
徴
す
る
こ
と
を
き
め
た

佐
藤
さ
ん
着
任

　
　
　
登
記
所
長
法
務
事
務
官

　
松
之
山
登
記
所
に
四
月
一
日

か
ら
新
し
く
佐
藤
一
男
（
葦
）

さ
ん
が
所
長
と
し
て
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
糸
魚
川
市
の
出
身
で
、
奥
さ

ん
、
子
供
三
人
、
母
親
と
六
人

家
庭
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
。

委
員
会
（
会
長
柳
政
司
氏
〉

中
心
と
な
つ
て
指
導
し
て
い
る

野
鳥
こ
け
し
は
去
る
三
月
二
十
一

日
第
一
回
の
集
荷
を
行
つ
た
。

　
集
荷
数
は
、
セ
キ
レ
イ
、
ム

シ
ク
イ
、
コ
ル
リ
、
ホ
ホ
ジ
ロ

モ
ズ
、
　
コ
ガ
ラ
、
山
ガ
ラ
な
ど

約
五
百
点
。

　
審
査
に
あ
た
つ
た
植
木
常
吉

さ
ん
は

　
「
驚
く
程
立
派
な
製
品
が
で

　
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
て

　
い
ま
す
。
特
産
と
す
る
た
め

　
に
は
ま
だ
ま
だ
研
究
の
城
を

　
広
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

　
な
ん
と
い
つ
て
も
、
各
位
の

　
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ

　
ぱ
」 野

鳥
の
宝
庫

の
特
産
に

　
　
ー
野
鳥
こ
け
し
を
ー

野
鳥
の
宝
庫
松
之
山
の
特
産

に
と
、
松
之
山
町
民
芸
品
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

纏購叢

ま
た
島
田
節
子
さ
ん
は

　
「
婦
人
が
自
ら
の
手
で
一
つ

　
の
商
品
を
作
り
出
し
た
と
い

　
う
こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
じ

一
や
な
い
か
な
」

と
語
つ
て
い
る
。

保
険
税
は
当
分
暫
定
で

一
、
保
険
税
の
予
算
額
は
前
年
．

・
度
よ
り
世
帯
平
均
約
二
割
増
額

と
町
議
会
で
決
定
し
て
お
り
ま

す
が
、
町
民
税
の
所
得
申
告
に

よ
る
変
動
、
叉
は
人
員
の
増
減

誌
管
つ
て
各
幕
毎
の
畠

額
の
増
率
は
平
均
で
な
く
若
干

一
の
相
甕
る
も
の
恵
い
享

、
賦
課
算
出
決
定
に
つ
い
て
は
町
．

民
税
の
所
得
額
が
確
定
し
な
い

た
め
算
出
に
期
間
を
要
し
ま
す

の
で
六
月
過
暫
定
保
険
税
（
三

月
分
）
を
徴
収
し
、
七
月
分
か

校庭の春はまだ淺いが　（一年生を迎えた松之山小・宮沢一光氏写す｝

　　　　　事が
町　　　　項あ　　　歳出はどうなつてきたか

攣　無駕　　　　　 一松之劇＿

・
ら
確
定
保
険
税
と
す
る
予
定
と

な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
．
こ
r
承

願
い
ま
す
。

　
　
部
落
総
代
会

　
　
開
催

　
昭
和
三
十
七
年
度
初
の
部
落

総
代
会
は
四
月
十
六
日
町
役
場

で
開
催
、
新
総
代
三
十
七
名
が

出
席
し
た
。

　
会
は
佐
藤
町
長
か
ら
本
年
度

町
の
　
般
行
政
に
つ
い
て
説
明

組
合
長
会
は
四
月
の
下
旬
に
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

場
．

・
訂

ー
3
635

難
33　　343230年　31

が
あ
つ
た
の
ち
、
各
種
の
連
絡

事
項
な
ど
が
あ
つ
た
。
尚
農
家

無
雪
道
路
の
実
現
を

　
　
　
　
ー
観
光
協
会
総
会
で
き
め
る
i

　
町
観
光
協
芸
（
会
長
佐
藤
重
、

孝
）
総
会
は
四
月
七
日
、
凌
雲

一
閣
で
百
十
名
が
出
席
し
て
開
催
「

一
さ
れ
た
・

　
本
手
度
の
重
点
事
業
と
し
て

一
月
十
日
頃
ま
で
ブ
ル
と
ビ
ー

タ
ー
に
よ
る
無
雪
道
路
の
実
現

を
は
か
り
た
い
o
こ
の
た
め
に

小
委
員
会
を
設
け
ブ
推
進
す
る

こ
と
を
ぎ
め
た
ほ
か
、
松
之
山

温
泉
街
に
、
街
灯
を
設
備
す
る

こ
と
に
対
す
る
助
成
及
び
湯
幽

大
樫
の
参
道
整
備
な
ど
を
き
め

た
。

　
叉
席
上
、
観
光
事
業
は
全
町

の
立
場
か
ら
環
境
条
件
の
整
備

に
力
を
注
ぐ
べ
ぎ
で
、
蕩
本
偏

重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う

意
見
が
あ
つ
た
。

’ブル1時間2，500円に

ブルトーザの使用料は、今まで

アワメーター当り2，000円でし

たが本年から2，500円になりま

した。整地、開拓の布望があり

ましたらご相談下さい。

こ
と
し
の
増
築
は
籠
齪

　
　
　
　
中
学
校
統
合
推
進
特
別
委
員
会
を

三
月
三
十
日
開
か
れ
た
臨
時
東
川
分
校
の
増
築
は
あ
く
ま
で

議
会
で
は
中
学
校
統
合
を
中
心
，

議
題
と
し
て
討
議
を
重
ね
、
起
■

立
採
決
に
よ
り
統
合
推
進
を
議

決
し
た
。
こ
の
た
め
に

　
①
推
進
持
別
委
員
会
を
十
三

名
で
構
成
し
教
育
委
員
会
と
密
一

接
な
提
携
の
も
と
に
な
る
べ
く

早
く
統
合
を
実
現
す
る
。

　
②
不
年
行
う
松
之
山
本
校
、

暫
定
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
今
後
の
な
り
ゆ
き
と
し
て
、

さ
き
に
発
表
さ
れ
た
統
合
計
画

案
は
財
政
上
の
点
か
ら
計
画
年

．
次
の
延
長
、
校
舎
を
鉄
筋
に
す

る
永
久
律
築
に
す
る
な
ど
、
相

当
の
修
正
は
止
む
を
得
な
い
と

思
わ
れ
る
。

一
、
被
保
険
者
の
移
動
（
出
生
、
死
亡
、
転
入
、
転
出
又
は
社

　
会
保
険
に
加
、
離
脱
な
ど
）
は
そ
の
都
度
必
ず
届
け
出
て

　
　
下
さ
い
。

二
、
被
保
険
者
が
、
受
診
の
際
は
医
療
機
関
へ
「
被
保
険
者
証
」

　
　
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
　
“
」
新
に
統
合
中
学
積
立
百
万
円

　
　
項
　
　
　
目
　
　
予
算
額
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
万
円
）

消
防
小
型
ボ
ン
プ
と
用
水
池
　
　
　
五
五
　
　
田
麦
立
へ
小
型
ポ
ン
プ
　
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
水
溜
設
置
補
助
　
二
〇

道
路
維
持
、
橋
の
架
替
　
　
四
八
八
　
　
光
問
、
松
口
間
の
金
鉢
橋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
営
事
業
地
元
負
担
　
一
九
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
修
）
　
町
道
砂
利
敷
な
ど

中
学
本
校
舎
及
び
東
川
分
校

舎
増
築

失保産観

育
　
所

業
　
対
　
策

統
　
合

業光

設
事

振道

業置興路

中
学
積
　
立

五
六
五

　
六
〇

四
六
八

二
五
八

四
四

一
〇
〇

容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
田
の
走
口
橋
架
替
　
一
〇
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
之
山
、
越
地
内
の
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三

附
帯
工
事
費
を
含
む
、
松
之
山
、
東
川
と
も
に
二
教
室
増
築

松
之
山
、
浦
田
、
天
水
島
、
天
水
越
四
ヵ
所
開
設
費

三
現
場
（
黒
倉
．
上
蝦
池
、
浦
田
河
川
か
ら
の
石
揚
げ
）

人
夫
二
〇
～
二
五
人
の
賃
金

大
厳
寺
、
原
牧
野
づ
く
り
　
一
二
六
　
農
道
水
路
補
助
　
四
〇

動
力
撒
粉
機
一
五
台
　
六
一
　
植
林
　
二
〇

県
立
自
然
公
園
と
湯
本
、
兎
口
温
泉
を
貫
く
、
観
光
道
路
第

二
年
度
分

統
合
中
学
建
設
の
た
め
の
積
立
第
一
年
度
分

　
　
原
嗣
4
0
9
0
0
4
0

　
　
H
4
＆
a
O
。
3
3
Z

　
　
ノ
　
　
レ
　
る

　
浦
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お
9
3
1
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0
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上
　
3
Z
3
0
。
2
Z
Z

の
安
＆
2
4

源財
代
9
0
9
2
5
0
0
9
6

算
松
幻
器
田
α
3
3
L

予寸
　
　
　
霞

ホ
　
　
凧
％
　
　
　
円

町
山
9
6
ア
7
4
0
0
0
1

　
　
之
0
＆
L
L
3
3
Z

各
松
7
り
2
5

度年7
　
　
額
税
税
金
割
の

協
　
　
　
　
等
分
〃

翫
目
総
村
付
均
百

日
　
　
交
臨
羅

　
項
算
町
方
村
所
資

　
　
　
　
　
　
　
町
　
定

　
　
　
予
市
地
寄
市
〃
固

一39一
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冬
の
消
防
態
勢
に
一
役

　
　
　
　
　
　
浦
田
地
域
で
婦
人
消
防
隊
編
成
の
動
き

　
最
近
出
稼
者
の
激
増
と
共
に

冬
季
問
に
お
け
る
町
の
消
防
態

勢
は
大
き
な
影
響
を
う
け
て
い

る
o
　
各
団
で
は
団
員
が
出
稼
中
の

代
理
者
を
き
め
る
な
ど
そ
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
が
、
人
員
の

絶
対
的
不
足
か
ら
万
一
の
事
態

に
備
え
て
そ
の
態
勢
の
補
強
に

は
共
通
に
苦
慮
．
し
て
い
る
よ
う

だ
。
　
町
当
局
で
は
目
下
予
備
団
員

の
編
成
を
ど
う
す
る
か
な
ど
研

究
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
先
が

け
浦
田
地
域
で
婦
入
消
防
隊
編

成
の
動
き
が
具
体
化
し
て
い
る

　
二
十
五
才
か
ら
三
十
五
才
ま

で
の
婦
人
層
で
約
五
十
五
名
が

そ
の
構
成
員
と
し
て
き
ま
つ
て

い
る
。

　
夏
期
は
火
の
元
点
検
や
火
災

予
防
思
想
の
普
及
活
動
を
主
と

す
る
が
冬
季
と
も
な
れ
ば
男
衆

に
代
つ
て
ポ
ン
ブ
の
操
法
ま
で

勉
強
し
よ
う
と
張
り
切
つ
て
い

る
。

　
町
消
防
団
と
し
て
は
他
地
城

で
も
婦
人
消
防
隊
が
う
ま
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
隊
員
に

は
ス
マ
ー
ト
な
制
服
と
制
帽
を

劃騨灘夢撫甥

短

方
、
給
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

北
浦
田
で
火
事

　
四
月
六
日
北
浦
田
、
田
中
慶

鶏
睡

騨購編講麹餐
萎灘磯嫉博蹴．蓑、配．“

灘

蔵
（
四
九
）
家
号
か
ち
や
、
は
火

災
に
よ
り
全
焼
し
た
。

　
原
因
は
ア
ン
カ
の
過
熱
で
あ

る
。
田
中
さ
ん
は
目
下
出
稼
中

で
あ
る
が
田
四
反
、
畑
三
畝
を

耕
作
し
、
五
人
家
族
で
あ
る
。

　
こ
の
消
防
の
為
、
浦
田
小
学

校
の
五
、
六
年
生
が
出
稼
で
不

在
中
の
消
防
団
員
に
代
つ
て
活

躍
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

一兎口で一苗代いそぐとき

東
洋
的
色
彩
の
美
し
い
部
落

　
　
　
　
　
特
色
あ
る
出
稼
、
夜
な
き
そ
ば

　
　
　
　
　
地
道
に
働
く
若
葉
会

【湯の島】

特
色
あ
る
夜

　
な
き
そ
ば

「
そ
り
や
商
売

は
辛
い
で
す
よ

だ
か
年
を
と
れ

ば
奉
公
勤
は
ダ

メ
だ
し
、
そ
れ

に
家
の
什
事
の

．
＝
…
＝
…
・
＝
－
冒
＝
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＝
…
呂
・
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＝
3
。
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＝
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＝
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＝
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＝
＝
凸
昌
一
＝
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一
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－
＝
ま
≡
≡
二
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…
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一
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三
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管領塚の由来

　　　野本音治郎

　
松
之
山
町
天
水
に
あ
る
管
領

塚
は
、
永
正
四
年
越
後
守
護
で

あ
つ
た
管
領
贈
正
四
位
上
杉
房

能
公
の
墳
墓
の
地
で
あ
る
。
上

杉
房
能
は
房
定
の
子
で
、
山
内

管
領
顕
定
の
弟
で
兄
定
昌
の
後

を
享
け
て
越
後
の
守
護
と
な
つ

た
が
越
中
を
克
服
す
る
た
め
後

土
御
門
天
皇
の
明
応
三
年
に
越

中
の
守
護
を
兼
ね
て
　
射
水
郡

伏
木
町
め
．
国
府
城
に
在
往
し
十

二
年
間
政
治
を
行
つ
た
が
、
彼

の
政
治
に
倦
ん
だ
越
中
の
豪
族

は
同
盟
し
て
古
国
府
城
を
襲
う

た
が
、
房
能
公
は
智
勇
の
家
臣

長
尾
為
景
に
命
じ
、
精
丘
、
ハ
三
千

を
率
え
て
永
正
二
年
通
襲
せ
し

め
た
の
で
、
越
中
の
士
豪
は
大

敗
し
、
魚
津
城
主
鈴
木
大
和
守

本
戦
場
の
露
と
消
え
た
の
で
あ

る
。
房
能
は
勤
王
の
志
厚
く
、

越
後
、
越
中
の
守
護
と
し
て
明

応
、
文
亀
、
永
正
に
渉
つ
て
十

二
年
間
伏
木
執
政
中
、
後
柏
原

天
皇
の
文
亀
元
年
十
二
月
十
三

日
に
、
金
五
十
貫
匁
を
御
即
位

の
費
用
と
し
て
献
上
し
た
が
、

他
国
で
は
国
役
未
進
の
た
め
、

御
即
位
の
大
礼
は
御
延
期
と
な

つ
た
。
然
し
房
能
公
の
誠
忠
は

永
く
記
録
に
存
し
、
畏
く
も
大

正
四
年
十
月
十
日
大
ル
天
皇
御

即
位
式
典
に
際
し
、
聖
徳
枯
骨

に
く
だ
り
，
正
四
位
を
贈
ら
れ

其
の
忠
義
を
追
賞
せ
ら
れ
た
の

．
で
あ
る
。
然
る
に
、
治
世
の
能

臣
、
乱
世
の
好
雄
た
る
長
尾
為

景
は
、
上
杉
家
の
家
老
と
し
て

政
治
に
参
画
し
、
其
上
に
身
七

芸
に
精
通
す
る
た
め
、
自
ら
道

七
と
称
し
た
程
の
傑
物
で
あ
つ

た
か
ら
、
何
時
し
か
人
望
を
一

身
に
集
め
、
往
々
主
家
を
凌
ぐ

状
態
で
あ
つ
た
が
、
永
正
二
年

越
中
の
士
豪
の
乱
を
平
定
し
て

か
ら
、
益
々
勢
力
を
増
し
た
。

遂
に
家
臣
長
尾
為
景
が
、
政
治

を
専
断
し
て
い
る
の
で
上
杉
房

能
公
は
快
々
と
し
て
楽
し
ま
ず

養
子
牢
実
に
自
分
の
娘
を
．
嬰
せ

て
隠
居
し
て
、
安
塚
の
直
峯
城

に
居
つ
た
が
再
び
春
日
山
城
主

と
な
ら
ん
と
計
っ
た
。
為
景
は

房
能
の
養
子
定
実
を
擁
し
て
直

峯
城
に
あ
る
房
能
を
攻
め
た
が

房
能
敗
れ
て
、
武
蔵
国
に
赴
き

兄
の
上
杉
顕
定
の
許
に
身
夕
寄

せ
よ
う
と
し
た
が
途
中
矢
筈
の

山
上
を
辿
つ
て
行
く
と
、
信
濃

川
原
に
雲
霞
の
如
き
敵
軍
が
居

［
都
合
で
早
く
…
m
稼
は
で
き
な

π
し
、
ま
あ
馴
れ
て
－
れ
ば

　
収
入
も
割
合
多
い
ん
で
す
」

と
竹
内
さ
ん
は
若
い
時
自
分
も

終．

験
し
た
こ
の
道
の
苦
労
話
を

聞
か
せ
て
く
れ
る
。

一
湯
の
島
か
ら
昨
秋
の
出
稼
者

『は
四
十
七
名
で
そ
の
5
ち
二
十

諒
甕
き
そ
ば
辱
あ
る
．

　
隣
り
の
樋
田
部
落
と
な
ら
ん

一『
で
特
色
あ
る
出
稼
で
あ
る
。

一
総
幕
七
＋
吾
嘉
吉

一
が
非
農
家
で
あ
る
。
農
家
一
戸

る
の
を
認
め
天
水
ま
で
引
返
し

た
。
逃
れ
て
歩
卒
に
捕
わ
れ
る

よ
り
は
、
自
殺
す
る
に
如
か
ず

と
決
意
し
、
甲
胃
を
脱
い
で
、

傍
の
桜
樹
に
か
け
腹
掻
き
切
つ

た
の
で
従
臣
も
悉
く
殉
死
し
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
（
筆
者
は
町
教
育
長
）

　
本
号
か
ら
「
松
之
山
物
語
」

を
続
け
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
古
き
を
た
ず
ね
て
新

し
き
を
知
る
と
い
う
意
昧
で
は

な
い
。
メ
カ
ニ
カ
ル
な
現
代
生

活
の
中
で
凌
々
と
し
て
よ
ど
み

を
知
ら
な
か
つ
た
郷
土
の
歴
史

の
流
れ
、
そ
こ
に
は
何
人
も
抗

し
得
な
い
社
会
発
展
の
法
則
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
く
な
い
か

ら
で
あ
る
。
町
内
の
知
識
入
か

ら
毎
号
執
筆
を
お
願
い
す
る
こ

に
し
ま
し
た
。

　
本
欄
に
つ
い
て
ご
意
見
、
ご

希
望
、
ご
質
問
が
あ
つ
た
ら
ご

遠
慮
な
く
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

当
り
の
農
産
物
販
魂
額
は
十
四

万
九
千
円
で
町
内
で
は
八
番
目

と
い
う
上
位
に
あ
る
が
、
農
機

具
な
ど
は
全
体
の
八
十
％
が
共

有
で
あ
り
、
一
方
テ
レ
ピ
の
普

及
率
は
全
部
落
に
僅
か
七
台
と

い
う
低
調
で
あ
る
。

元
町
議
の
若
月
さ
ん
は

「
今
ま
で
農
道
や
水
道
で
多
く

　
の
崩
費
を
し
て
き
た
閏
係
も

　
あ
る
か
一
体
に
経
済
も
ち
の

　
よ
い
部
落
じ
や
な
い
か
な
」

と
い
，
つ
。

　
全
戸
に
ビ
ニ
ー
ル
温
水
器

　
長
年
の
念
願
で
あ
つ
た
水
道

が
昭
和
三
十
五
年
に
完
成
、
こ

の
負
担
の
一
戸
当
り
約
二
万
円

・
は
多
額
で
あ
つ
た
が
、
今
で
は

殆
ど
全
戸
に
ビ
ニ
ー
ル
の
温
水
、

器
が
備
付
ら
れ
生
活
の
改
善
へ

大
き
く
前
進
し
た
。

　
嫁
衆
は
若
葉
会
、
家
計
簿

　
部
落
に
四
十
才
ま
で
の
婦
人

が
集
つ
て
若
葉
会

と
い
う
ー
サ
グ
ル

を
作
つ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
時

　
代
は
女
も
男
衆

　
に
代
つ
て
農
菜

　
経
営
の
・
王
体
と

　
な
れ
る
よ
う
に

　
追
い
追
い
努
力

　
し
な
く
て
は
」

と
山
口
さ
ん
は
こ

の
サ
ー
ク
ル
に
由

因
を
説
明
す
る
。

　
ア
ソ
ケ
ー
ト
に

よ
つ
て
事
業
計
画

を
き
め
る
と
い
う

面
白
い
や
り
方
を

と
つ
て
い
る
が
昨
年
は
子
供
連

れ
で
温
泉
へ
一
日
行
楽
に
い
つ

て
き
た
、
若
い
嫁
さ
ん
連
中
の

唯
一
の
息
抜
き
だ
つ
た
と
い
う

　
又
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
農
協

の
指
導
を
う
け
て
家
計
簿
の
記

帳
も
す
』
め
て
い
る
。

『
．
「
ま
だ
記
帳
の
経
験
本
浅
い
か

　
ら
、
購
売
品
代
の
二
重
請
求

　
が
あ
つ
た
際
ほ
ん
と
に
役
立

　
つ
た
」

と
石
塚
さ
ん
。

』
「
上
納
が
一
番
多
い
ん
じ
や
な

　
い
か
、
」

　
「
い
や
衣
食
生
活
が
パ
カ
に
多

一
　
い
も
ん
だ
ぜ
」

　
　
　
ヤ
　
ヤ

と
も
㌧
5
　
ま
だ
経
済
的
分
析

ゑ
と
い
－
と
こ
ろ
議
程

遠
い
が
、
こ
x
で
も
男
達
は
年

年
兼
業
に
流
れ
、
女
達
が
次
第

に
生
活
の
や
り
く
り
の
担
い
手

と
な
つ
て
行
く
の
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
く
る
支
所
の
は
い

止
、
し
か
し
連
絡
所
と
建

物
は
残
し
て

「
学
校
建
築
を
は
じ
め
合
併
の

約
束
事
項
は
着
々
実
行
し
て

も
ら
つ
て
い
る
し
、
支
所
の

廃
止
も
や
が
て
く
る
と
感
じ

て
い
ま
す
」

「
支
所
を
絶
や
し
て
も
こ
れ
に

か
わ
る
機
関
が
な
い
と
困
る

戸
籍
抄
本
を
も
ら
う
に
半
日

・
も
か
N
る
の
で
は
」

「
連
絡
所
の
よ
う
に
規
模
を
縮

少
サ
れ
ば
建
物
は
い
ら
な
い

と
い
う
か
本
知
れ
な
い
が
あ

の
建
物
は
そ
つ
く
り
残
し
て

ほ
し
い
」

「
浦
田
地
区
全
般
の
公
民
舘
と

　
し
て
、
結
婚
式
場
に
も
し
た

　
い
」

と
い
う
。
役
場
の
太
庁
は
な
ぜ

一
か
入
り
に
く
い
と
い
う
、
今
ま

り

一
で
の
慣
習
と
い
う
こ
と
だ
け
で

。
な
く
や
は
り
気
軽
に
上
り
こ
め

一。

る
機
関
讐
う
し
て
毒
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
町
役
場
附
近
と
、
湯
本
温
泉

に
共
同
便
所
が
ほ
し
い
と
い
う

建
設
的
な
要
望
も
あ
つ
た
。

　
町
道
中
道
線
に
砂
利
を

　
部
落
の
中
央
を
縫
つ
て
二
本

の
道
路
が
あ
る
。
一
本
は
バ
ス

道
路
で
、
一
本
は
町
道
中
道
線

で
あ
る
。
こ
の
中
道
線
も
米
の

積
み
出
し
、
肥
料
の
運
搬
な
ど

部
落
の
殆
が
関
係
す
る
重
要
な

道
で
あ
る
。

「
五
、
六
百
米
位
で
す
、
今
ま

　
で
こ
の
道
に
は
町
か
ら
一
つ

　
ぶ
の
砂
利
承
貰
つ
て
い
な
い

　
今
年
は
ど
う
し
て
も
砂
利
を

　
も
ら
つ
て
敷
き
た
い
も
ん
だ

　
と
念
願
し
て
い
る
の
略
．
㌧
す
」

と
部
落
の
不
満
を
代
弁
し
て
チ

ヨ
ツ
ピ
リ
o

　
水
稲
、
畜
産
、
出
稼

　
「
結
局
こ
の
土
地
で
は
水
稲

　
畜
産
、
出
稼
と
い
う
こ
と
だ

　
と
思
う
」

　
「
私
は
肥
育
牛
に
ま
だ
魅
力

　
を
も
つ
て
い
る
」

　
「
私
は
当
才
を
二
才
に
し
て

　
田
荷
す
る
飼
育
を
や
つ
て
き

　
た
が
へ
た
す
る
と
ス
マ
代
が

　
損
に
な
つ
て
し
ま
ラ
」

　
「
養
蚕
も
長
年
や
つ
た
が
取

　
り
手
（
諸
掛
り
）
が
多
く
て

　
面
白
く
な
か
つ
た
、
共
済
も

　
名
ば
か
り
だ
し
、
政
府
に
も

　
ダ
マ
さ
れ
て
き
た
、
桑
を
植

　
え
ろ
、
引
き
抜
け
で
」

農
業
基
本
法
に
つ
い
て
は
茶
の

み
話
で
う
つ
す
ら
聞
い
た
程
度

で
何
の
関
心
も
も
つ
て
い
な
い

と
い
う
。

　
辛
苦
を
映
す
農
道

　
岩
見
堂
か
ら
見
お
ろ
す
湯
の

島
部
落
は
、
一
昨
年
完
工
し
た

千
百
米
の
農
道
（
胃
四
十
万
円

一
が
部
鷺
の
労
苦
を
映
し
て
光

つ
て
見
え
、
東
洋
的
色
彩
の
美

し
い
平
隠
な
集
落
で
あ
る
。

　
い
つ
の
日
か
ら
か
流
れ
続
け

て
変
ら
な
い
渋
海
川
の
流
れ
と

共
に
人
々
も
叉
素
朴
で
よ
ど
み

を
知
ら
な
い
仇
き
者
で
あ
る
。

　
稲
作
－
畜
産
ー
出
稼
と
部
落

の
人
達
が
設
計
す
る
こ
の
ケ
ー

ス
が
農
業
基
本
法
を
押
し
出
そ

う
と
す
る
状
勢
の
中
で
ど
ん
な

形
で
守
ら
れ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う

　
明
る
い
話
題
二
つ

　
長
い
長
い
冬
、
し
か
も
大
雪

だ
つ
た
こ
と
し
の
春
の
訪
れ
は

お
そ
い
よ
う
だ
。

　
し
か
し
住
め
ば
都
、
雪
の
日

羅
｝
、
療

　
　
　
ザ
喪

　
　
　
一
㎜
穴

　
　
　
乙
擬

　
　
　
心
ギ

　
　
類
又
藻
蟻蝋剛

　
　
　
　
－
藤
ε

を
も
つ
て
楽
し
み
を
な
す
、
三

一
月
二
十
九
日
松
之
山
部
落
第
二

班
五
十
名
は
文
字
通
り
家
族
ぐ

る
み
の
リ
ク
レ
エ
ー
シ
ヨ
ン
大

会
を
開
催
し
爆
笑
の
う
ち
に
有

意
義
な
半
日
を
す
ご
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
又
去
る
十
山
ハ

日
王
鍛
池
部
落

で
も
、
部
落
民

百
五
十
名
が
総

出
で
、
部
落
ス

キ
ー
大
会
を
開

催
、
日
頃
イ
ロ

リ
で
ク
ス
ぶ
る

年
寄
達
も
こ
の

日
ば
か
り
は
童
一

心
に
か
え
つ
て

腹
の
底
か
ら
笑

い
競
う
一
日
で

あ
つ
た
。
　
（
写

真
は
松
之
山
一
一

班
の
勢
揃
い
）

か
、
洪
で
は
な
い
、
彷
く
農
民

自
か
・
ら
の
手
で
守
る
し
か
な
い

だ
ろ
う
。

　
一
同
は
こ
の
部
落
に
も
夢
が

あ
る
と
い
う
、
そ
れ
は
岩
見
堂

の
下
に
噴
炎
す
る
天
然
ガ
ス
と

湯
田
の
お
湯
だ
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
（
写
真
は
湯
の
島
、
区
長
宅
で
）

一暦
』
」
匹

雪
中
標
識
を
愛
護
、

有
難
う
を
忘
れ
ず
に

　
道
路
標
識
が
デ
タ
ラ
メ
に
立

て
か
え
ら
れ
た
り
、
他
の
部
落

に
越
境
し
た
り
、
槍
投
げ
よ
ろ

し
く
雪
中
に
突
込
ん
だ
り
、
こ

ん
な
こ
と
で
毎
年
の
例
と
し
て

そ
の
半
分
が
紛
失
又
は
破
損
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
互
に
も
つ
と

標
識
を
愛
護
し
て
ほ
し
い
。

　
明
る
い
気
持
の
よ
い
雪
道
の

交
通
は
互
譲
の
精
神
で
、
老
齢

者
、
病
弱
者
、
荷
物
を
背
負
つ

た
人
達
に
は
進
ん
で
道
を
ゆ
ず

り
、
譲
ら
れ
た
人
は
感
謝
の
気

持
で
「
有
難
う
様
」
済
み
ま
せ

ん
」
を
忘
れ
ず
に
…
…
。

　
　
　
　
×

　
道
を
譲
る
人
は
思
い
切
つ
て

横
に
一
歩
開
い
て
よ
け
る
と
余

り
ど
ぶ
り
ま
せ
ん
。
こ
と
に
こ

れ
か
ら
の
融
雪
期
に
は
、
道
の

そ
ば
で
モ
ジ
モ
ジ
し
て
い
る
と

腰
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
又
よ
け
て
も
ら
つ
て
も

道
に
お
尻
を
．
突
き
出
し
て
い
る

の
は
感
心
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　

　
陽
あ
た
り
の
よ
い
橋
の
上
は

子
供
達
が
こ
の
ん
で
遊
び
に
集

つ
て
き
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は

．
危
険
き
わ
ま
り
な
い
の
で
す
。

　
お
互
い
に
強
く
注
意
し
た
い

も
の
…
…
Q

　
や
が
て
土
木
出
張
所
や
町
役

場
な
ど
に
よ
る
除
雪
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
道
路
上
に
物
を
置
い

た
り
、
汚
物
を
捨
て
た
り
、
雪

を
投
げ
出
し
た
り
し
な
い
よ
う

に
、
明
る
い
気
持
の
よ
い
春
を

迎
え
る
た
め
に
…
…
o

　
道
路
工
、
手
　
小
野
塚
態
次
郎

　
児
童
扶
養
手
W

恵
ま
れ
な
い
子
供
に
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
に
な
る
か
ど
う
か
、
ギ
モ

ン
の
方
は
厚
生
係
に
問
い
合
せ

て
下
さ
い
。

支
給
額
は

の
人
の
場
合
月
　
　
八
O
O
円

一
、
一
人
の
場
合
月
一
、
二
〇
〇

三
人
の
場
合
月
一
、
四
〇
〇

一40一


